
1.目的1.目的1.目的1.目的
　2014年度の海外廉価部品発掘・評価部品として「AL電解コンデンサ」と取り上げた。台湾メー
カー2社の製品を選定して解体試験を行う事で、構造的な品質レベルを確認する。

2.調査対象部品概要2.調査対象部品概要2.調査対象部品概要2.調査対象部品概要

メーカー 型名 仕様
低インピーダンス/長寿命品
100uF/50V/Z=0.22Ω(100KHz)
/リプル電流:555mA(100KHz)/保証寿命:6000H
動作温度範囲: -40～105℃

RZW101M1HTALelon

SUSCON HG050M101F12PKKK 低インピーダンス/長寿命品
100uF/50V/Z=0.16Ω(100KHz)
/リプル電流:560mA(100KHz)/保証寿命:7000H
動作温度範囲: -40～105℃
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表-1.　調査サンプル
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3.解体試験結果3.解体試験結果3.解体試験結果3.解体試験結果

3-1. Lelon RZW101M1HTA3-1. Lelon RZW101M1HTA3-1. Lelon RZW101M1HTA3-1. Lelon RZW101M1HTA

アルミ箔巻上げは確実に出来て
いて良好である。異物付着等も見
られない。

アルミ箔とセパレーター(電解紙)
は均一に巻き取られている。巻き
ムラは少ない。

リード部は台座に確実に装着
されている。挿入穴に隙間は
見られない。

アルミ箔巻上げ3アルミ箔巻上げ1 アルミ箔巻上げ2

防爆弁形状

リード部 ケースを外した状態1 ケースを外した状態2

表記: RZW105℃
メーカーロゴ/シリーズ番号/特
性略号の印刷は確実に出来
ている。フィルムのキズや剥が
れはない。

材質はアルミニウムであり、確実
に装着されている。

開口部は十字形状で、亀裂等は
見られない(表面のキズはスリーブ
剥離時に弊社で付けたもので
す)。

外観 ケース形状

角度を変えて見た状態であるが、
セパレーターの状態が確認出来
る。セパレーターがアルミ箔に均
一に貼られている。(開封と同時に
電解液が蒸発すると剥がれる)

巻上げを解いた状態であるが、取
り付け部には異常は見られない。
確実にアルミ箔が端子に装着され
ている。上部には電解液が見られ
る。

巻上げを少し解いた状態であ
るが、アルミ箔とセパレーター
が均一に巻かれている。良好
である。

電解液
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コメントコメントコメントコメント

ケース固定のための封口ゴムパッ
キンであるが、大きな異常は見ら
れない。

・構造的な問題/異物付着等は見られなかった。台湾系TOP企業であり、製造品質は日系メーカーと
同等レベルにあると言える。

アルミ箔巻上げ4 陽極端子1 陽極端子2

陰極端子1 陰極端子2 封口ゴム(台座)

陰極部カシメ部の表面である
が、異常は見られない。カシメ
部は陽極と同様で3点留めで
ある。

こちらは、陰極端子カシメ部の裏
面であるが、カシメ部は確実に圧
着出来ている。

・端子カシメ部は、陽極/陰極ともに3点方式を採用しており信頼性を重視していると考えられる。

・開口後に、アルミ箔とセパレーターの剥離状態を観察していると、電解液の蒸発により全体として均
一に剥がれていく様子が確認できた。アルミ箔巻上げが正確に行なわれている事を証明している。

こちらは、陰極側のアルミ箔取
り付け部を解いた状態である
が異常は見られない。

陽極端子カシメ部の表面である
が、異常は見られない。カシメ部
は3点留めである。

こちらは、陽極端子カシメ部の裏
面であるが、カシメ部は確実に圧
着出来ている。
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3-2. Suscon HG050M101F12P3-2. Suscon HG050M101F12P3-2. Suscon HG050M101F12P3-2. Suscon HG050M101F12P

外観 ケース形状 防爆弁形状

表記: 100uF/50V/HG
メーカーロゴ/シリーズ番号/特
性略号の印刷は確実に出来
ている。フィルムのキズや剥が
れはない。

材質はアルミニウムであり、確実
に装着されている。表面の汚れは
接着剤である。

開口部は十字形状で、亀裂等は
見られない (表面のキズはスリー
ブ剥離時に弊社で付けたもので
す)。

リード部 ケースを外した状態1 ケースを外した状態2

リード部は台座に確実に装着
されている。挿入穴に隙間は
見られない。

アルミ箔巻上げは確実に出来て
いて良好である。異物付着等も見
られない。

アルミ箔とセパレーター(電解紙)
は均一に巻き取られている。巻き
ムラは少ない。尚、電解液の粘性
は高い。

アルミ箔巻上げ1 アルミ箔巻上げ2 アルミ箔巻上げ3

巻上げを少し解いた状態であ
るが、アルミ箔とセパレーター
が均一に巻かれている。良好
である。

角度を変えて見た状態であるが、
セパレーターの状態が確認出来
る。セパレーターがアルミ箔に均
一に貼られている。(開封と同時に
電解液が蒸発すると剥がれる)

巻上げを解いた状態であるが、取
り付け部には異常は見られない。
確実にアルミ箔が端子に装着され
ている。
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コメントコメントコメントコメント

アルミ箔巻上げ4 陽極端子1 陽極端子2

こちらは、陰極側のアルミ箔取
り付け部を解いた状態である
が異常は見られない。

陽極端子カシメ部の表面である
が、異常は見られない。カシメ部
は2点留めである。

こちらは、陽極端子カシメ部の裏
面であるが、カシメ部は確実に圧
着出来ている。

陰極端子1 陰極端子2 封口ゴム(台座)

陰極部カシメ部の表面である
が、異常は見られない。カシメ
部は陽極と同様で2点留めで
ある。

こちらは、陰極端子カシメ部の裏
面であるが、カシメ部は確実に圧
着出来ている。

ケース固定のための封口ゴムパッ
キンであるが、大きな異常は見ら
れない。

・構造的な問題/異物付着等は見られなかった。ニチコンのOEM生産により製造ノウハウを吸収して
いると想像できる。
・端子カシメ部は、陽極/陰極ともに2点留め方式を採用している。アジア系メーカーではこの方法が
主流である。コスト優先思想と言える。
・電解液については、粘性が高い事より非水系と推測される。
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4.解体試験結果まとめ4.解体試験結果まとめ4.解体試験結果まとめ4.解体試験結果まとめ

封口ゴム構造

セパレーター密着度

○

○

○

○

リード穴

アルミ箔巻上げ構造

アルミ箔固定方法

端子カシメ方式

評価項目

外観

防爆弁形状

Lelon: RZW101M1HTA

○

○

○

○

○

Suscon: HG050M101F12P

○

○

○

問題なし △
やや課
題あり

× 問題あり

判定

○

○:3点留め方式を採用
○△: 2点留め方式を採用(低イン

ピーダンス製品ならば出来れば3点
留めを採用すべき)

○ ○

表-2.　試験結果まとめ/判定
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